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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　側壁間に１つの室を規定するために側壁の端部に沿って結合された柔軟なシート材料か
らなる概して平行な側壁、および
　前記室から内容物を排出するための放出開口部内で終了する下方に延びている首部分を
有し、
　前記放出開口部は首部分を上方に折り畳むことによって密閉され、
　前記首部分は側壁に結び付いた第１および第２の横方向に延びている湾曲したスプリン
グ部材を有し、
　前記第１の湾曲したスプリング部材は前記第２の湾曲したスプリング部材よりも放出開
口部側近くに設置されていて且つ前記スプリング部材のそれぞれは滑らかに且つ首部分に
対して外側に湾曲していて、そして
　前記湾曲したスプリング部材は、首部分が上方に折り畳まれたときに、放出開口部側に
より近い第１の湾曲したスプリング部材が第２の湾曲したスプリング部材を入れ子にする
ように互いに設置されていて、
　前記第１の湾曲したスプリング部材が、前記放出開口部に又はその近くにあって、第１
および第２の横方向に延びている端部を有し、
　前記第１の横方向に延びている端部は前記放出開口部に又はその近くにあり、且つ前記
第２の横方向に延びている端部は前記第１の横に延びている端部に対して概して平行であ
って、



(2) JP 5486134 B2 2014.5.7

10

20

30

40

50

　前記第２の湾曲したスプリング部材が、前記第１の湾曲したスプリング部材の第２の横
方向に延びている端部に縦方向に隣接している、
排出可能なオストミー袋。
【請求項２】
　前記首部分が一対の対向する側部を有し、且つ
　前記第１および第２の湾曲したスプリング部材のそれぞれが前記一対の対向する側部の
異なる１つと結び付いている、
請求項１に記載の排出可能なオストミー袋。
【請求項３】
　前記放出開口部に隣接した前記第１の湾曲したスプリング部材が、前記首部分が上方に
１回折り畳まれた後、前記第２の湾曲したスプリング部材を入れ子にする請求項２に記載
の排出可能なオストミー袋。
【請求項４】
　側壁間に１つの室を規定するために側壁の端部に沿って結合された柔軟なシート材料か
らなる概して平行な側壁、および
　前記室から内容物を排出するための放出開口部内で終了する下方に延びている首部分を
有し、
　前記放出開口部は首部分を上方に折り畳むことによって密閉され、
　前記首部分は側壁に結び付いた第１および第２の横方向に延びている湾曲したスプリン
グ部材を有し、
　前記第１の湾曲したスプリング部材は前記第２の湾曲したスプリング部材よりも放出開
口部側近くに設置されていて且つ前記スプリング部材のそれぞれは滑らかに且つ首部分に
対して外側に湾曲していて、そして
　前記湾曲したスプリング部材は、首部分が上方に折り畳まれたときに、放出開口部側に
より近い第１の湾曲したスプリング部材が第２の湾曲したスプリング部材を入れ子にする
ように互いに設置されていて、
　前記第１の湾曲したスプリング部材が前記放出開口部に又はその近くに設置されていて
、
　前記第１の湾曲したスプリング部材が第１および第２の横方向に延びている端部を有し
、
　前記第１の横方向に延びている端部が前記放出開口部に又はその近くにあり、且つ前記
第２の横方向に延びている端部が前記第１の横方向に延びている端部と概して平行であっ
て、
　前記第２の湾曲したスプリング部材が前記第１の湾曲したスプリング部材の第２の横方
向に延びている端部から縦方向に間隔を空けている、
排出可能なオストミー袋。
【請求項５】
　前記首部分が一対の対向する側部を有し、且つ前記第１および第２の湾曲したスプリン
グ部材のそれぞれが前記一対の対向する側部の同じ１つと結び付いている請求項４に記載
の排出可能なオストミー袋。
【請求項６】
　前記放出開口部に隣接した前記第１の湾曲したスプリング部材が、前記首部分が上方に
２回折り畳まれた後、前記第２の湾曲したスプリング部材を入れ子にする請求項５に記載
の排出可能なオストミー袋。
【請求項７】
　さらに、下方向に延びている首部分内の前記第１の湾曲したスプリング部材の反対側の
側壁内の放出開口部に、親指のＶ字型切り込みを含有する、請求項１又は４に記載の排出
可能なオストミー袋。
【請求項８】
　前記第２の湾曲したスプリング部材と、前記親指のＶ字型切り込みに隣接する放出開口
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部との間に、追加の湾曲したスプリング部材を含有する請求項７に記載の排出可能なオス
トミー袋。
【請求項９】
　前記追加の湾曲したスプリング部材が、前記側壁内で、前記放出開口部に前記親指のＶ
字型切り込みに合致する親指のＶ字型切り込みを有する請求項８に記載の排出可能なオス
トミー袋。
【請求項１０】
　側壁間に１つの室を規定するために側壁の端部に沿って結合された柔軟なシート材料か
らなる概して平行な側壁、および
　前記室から内容物を排出するための放出開口部内で終了する下方に延びている首部分を
有し、
　前記放出開口部は首部分を上方に折り畳むことによって密閉され、
　前記首部分は側壁に結び付いた第１および第２の横方向に延びている湾曲したスプリン
グ部材を有し、
　前記第１および第２の湾曲したスプリング部材は第１の湾曲したスプリング部材が第２
の湾曲したスプリング部材よりも前記放出開口部側近くに設置されるように縦方向にオフ
セットされていて、
　前記第１および第２の横方向に延びるスプリング部材は各々滑らかに且つ首部分に対し
て外側に湾曲していて、
　前記湾曲したスプリング部材が、前記首部分が上方へ折り畳まれたとき、放出開口部側
により近い前記第１の湾曲したスプリング部材が前記第２の湾曲したスプリング部材を入
れ子にするように互いに設置されていて、
　前記第１の湾曲したスプリング部材は第１および第２の横方向に延びている端部を有し
、前記第１の横方向に延びている端部が前記放出開口部に隣接して設置されそして前記第
２の横方向に延びている端部が前記第１の横方向に延びている端部と概して平行であり、
　前記第２の湾曲したスプリング部材が前記第１の湾曲したスプリング部材の前記第２の
横方向に延びている端部に縦方向に隣接して設置されていて、
　且つ、前記放出開口部から異なる距離に柔軟なシート材料と結び付いた第１および第２
の締結帯状体を含有する２点締結系、および
　前記第１の湾曲したスプリング部材が第２の湾曲したスプリング部材を入れ子にするた
めに前記首部分が上方向に折り畳まれた後、滑らかで且つ外に湾曲した第１および第２の
湾曲したスプリング部材からなる湾曲したコイルを固定するために解除式連結的かみ合い
のための締結要素、
を有する排出可能なオストミー袋。
【請求項１１】
　前記首部分が一対の対向する側部を有し、且つ前記第１および第２の湾曲したスプリン
グ部材のそれぞれが前記一対の対向する側部の異なる１つと結び付いている請求項１０に
記載の排出可能なオストミー袋。
【請求項１２】
　前記放出開口部に隣接した前記第１の湾曲したスプリング部材が、前記首部分が上方へ
１回折り畳まれた後、前記第２の湾曲したスプリング部材を入れ子にする請求項１１に記
載の排出可能なオストミー袋。
【請求項１３】
　前記首部分が一対の対向する側部を有し、且つ前記第１および第２の締結帯状体のそれ
ぞれが前記一対の対向する側部の異なる１つと結び付いている請求項１０に記載の排出可
能なオストミー袋。
【請求項１４】
　前記第１および第２の締結帯状体のうちの前記放出開口部から最も遠くに設置された１
つが、前記湾曲したコイルを固定するための締結弁と結び付いている請求項１３に記載の
排出可能なオストミー袋。
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【請求項１５】
　側壁間に１つの室を規定するために側壁の端部に沿って結合された柔軟なシート材料か
らなる概して平行な側壁、および
　前記室から内容物を排出するための放出開口部内で終了する下方に延びている首部分を
有し、
　前記放出開口部は首部分を上方へ折り畳むことによって密閉され、
　前記首部分は側壁に結び付いた第１および第２の横方向に延びている湾曲したスプリン
グ部材を有し、
　前記第１および第２の湾曲したスプリング部材は、前記第１の湾曲したスプリング部材
が第２の湾曲したスプリング部材よりも前記放出開口部側近くに設置されるように縦方向
にオフセットされていて、　前記第１および第２のスプリング部材は各々滑らかに且つ首
部分に対して外側に湾曲していて、
　前記湾曲したスプリング部材が、前記首部分が上方へ折り畳まれたとき、放出開口部側
により近い前記第１の湾曲したスプリング部材が前記第２の湾曲したスプリング部材を入
れ子にするように互いに設置されていて、
　前記第１の湾曲したスプリング部材は第１および第２の横方向に延びている端部を有し
、前記第１の横方向に延びている端部が前記放出開口部に隣接して設置され、且つ前記第
２の横方向に延びている端部が前記第１の横方向に延びている端部と概して平行であり、
　前記第２の湾曲したスプリング部材が、前記第１の湾曲したスプリング部材の第２の横
方向に延びている端部と縦方向に間隔を空いていて、
　前記放出開口部から異なる距離に柔軟なシート材料と結び付いた第１および第２の締結
帯状体を含有する２点締結系、および
　前記第１の湾曲したスプリング部材が第２の湾曲したスプリング部材を入れ子にするた
めに前記首部分が上方向へ折り畳まれた後、滑らかで且つ外に湾曲した第１および第２の
湾曲したスプリング部材からなる湾曲したコイルを固定するために解除式連結的かみ合い
のための締結要素、
を有する、排出可能なオストミー袋。
【請求項１６】
　前記首部分が一対の対向する側部を有し、且つ前記第１および第２の湾曲したスプリン
グ部材のそれぞれが前記一対の対向する側部の同じ１つと結び付いている請求項１５に記
載の排出可能なオストミー袋。
【請求項１７】
　前記放出開口部に隣接した前記第１の湾曲したスプリング部材が、前記首部分が上方へ
２回折り畳まれた後、前記第２の湾曲したスプリング部材を入れ子にする請求項１６に記
載の排出可能なオストミー袋。
【請求項１８】
　前記首部分が一対の対向する側部を有し、且つ前記第１および第２の締結帯状体のそれ
ぞれが前記一対の対向する側部の異なる１つと結び付いている請求項１５に記載の排出可
能なオストミー袋。
【請求項１９】
　前記第１および第２の締結帯状体のうちの前記放出開口部から最も近くに設置された１
つが、湾曲したコイルを固定するための締結弁と結び付いている請求項１８に記載の排出
可能なオストミー袋。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、一般的には排出可能なオストミー（造孔）袋に関し、特に一体的で且つ安全
な密閉系を有する排出可能なオストミー袋に関する。
【背景技術】
【０００２】
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　排出可能なオストミー袋は、例えば米国特許第３５２３５３４号明細書および米国特許
第４４４１６５９号明細書に示されるようによく知られており、そのような袋は典型的に
はその端部に沿って一緒に固定され且つ体の老廃物を受け取るための室を規定する平らな
対向する側壁を有している。前記側壁のうちの１つには小孔受取開口部が備わっていて、
そして小孔から排出された排泄物が室内で受け取られるように患者の腹部に前記袋を固定
するための手段が備わっている。その下端では、前記排出可能なオストミー袋は、通常、
狭窄した首部分の端部に備わっている老廃物を排出するための放出開口部を有している。
老廃物がオストミー袋から排出されるまで前記放出開口部が密閉条件を保持するために密
閉手段が提供され、そして前記密閉手段は上方に巻いた条件で首部分を固定するために、
前述の米国特許第３５２３５３４号明細書にあるようにクランプの形状、あるいは従来の
線結びあるいはラップなどの装置の形状を取り得る。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　排出可能なオストミー袋は、老廃物の周期的な排出の後に再使用可能であるが、効果的
な再封鎖が保証され得て且つ再封鎖されたオストミー袋から発散する臭気が避け得るよう
に再使用の前に効果的な清浄化が必要であることはよく認識されている。使用者は、老廃
物に直接さらされることにより、そして操作が、患者、特に高齢の患者が提供し得るより
もハイレベルの器用さを必要とするため、密封されていない、空にする、清浄化および再
封鎖の排出可能なオストミー袋では、困難と不快感にしばしば直面する。前記問題に加え
て、排出可能なオストミー袋の下端で残存する固形および／又は液状老廃物がオストミー
袋の壁を塞ぐか又は拘束する傾向があり、排出開口部に隣接する内面の清浄化をさらに困
難にするという事実がある。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　本発明の排出可能なオストミー袋は、側壁間に１つの室を規定するために側壁の端部に
沿って結合された柔軟なシート材料からなり、前記室から内容物を排出するための放出開
口部内で終了する、下方に延びる首部分を含有する概して平行な側壁を有する。前記オス
トミー袋の首部分は、側壁に結び付いた第１および第２の横方向に延びている湾曲したス
プリング部材を有し、且つ首部分を上方に折り畳むことによって密閉される。前記第１の
湾曲したスプリング部材は前記第２の湾曲したスプリング部材よりも放出開口部側近くに
設置されていて、前記スプリング部材の各々は滑らかに且つ首部分に対して外側に湾曲し
ている。前記湾曲したスプリング部材は、首部分が上方に折り畳まれたとき、放出開口部
側に近い第１の湾曲したスプリング部材が第２の湾曲したスプリング部材を入れ子にする
（ｎｅｓｔ）ように互いに取り付けられている。
【０００５】
　典型的な実施態様において、前記第１の湾曲したスプリング部材は、放出開口部に又は
その近くにあり、且つ第１および第２の横方向に延びている端部を有する。それゆえ、前
記第１の横方向に延びている端部は前記放出開口部に又はその近くにあって、前記第２の
横方向に延びている端部は通常、前記第１の横方向に延びている端部と平行に配置されて
いる。この実施態様において、前記第２の湾曲したスプリング部材は前記第１の湾曲した
スプリング部材の第２の横方向に延びる端部に縦方向に隣接し得る。
【０００６】
　特に、前記首部分は、一対の対向する側部を有し得て、且つ前記第１および第２の湾曲
したスプリング部材の各々は２つの側部に１つずつ対向した形状で首部分に結び付き得る
。首部分の対向する側部に第１および第２の湾曲したスプリング部材を有する結果として
、首部分が上方に１回折り畳まれた後に、第１の湾曲したスプリング部材は第２の湾曲し
たスプリング部材を入れ子にし得る。
【０００７】
　他の実施態様において、前記第１の湾曲したスプリング部材は、この場合もやはり放出
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開口部に又はその近くにあり、且つ第１および第２の横方向に延びている端部を有する。
それゆえ、前記第１の横方向に延びている端部は、この場合もやはり好適には前記放出開
口部に又はその近くにあって、前記第２の横方に延びている端部が通常は前記第１の横方
向に延びている端部と平行に配置されている。この実施態様において、前記第２の湾曲し
たスプリング部材は前記第１の湾曲したスプリング部材の第２の横方向に延びている端部
から縦方向に間隔を空けている。
【０００８】
　特に、首部分はこの場合もやはり一対の対向する側部を有し得るが、この実施態様にお
いては、首部分と結び付いた第１および第２の湾曲したスプリング部材の両方とも対向す
る側部の同じ側にある。対向する側部の同じ側に第１および第２の湾曲したスプリング部
材を有する結果として、首部分が上方に２回折り畳まれた後、第１の湾曲したスプリング
部材が第２の湾曲したスプリング部材を入れ子にし得る。
【０００９】
　いずれの実施態様においても、排出可能なオストミー袋は、有利には第１および第２の
締結帯状体を含有する２点締結系を含む。前記締結帯状体は、好適には放出開口部から異
なる距離に柔軟なシート材料と結び付いていて、且つ解除式連結的かみ合いのための締結
要素を有する。それゆえ、前記締結帯状体は滑らかで、外に湾曲しそして入れ子された第
１および第２の湾曲したスプリング部材からなる湾曲したコイル（グルグル巻き）を固定
し得る。
【００１０】
　特に、第１の湾曲したスプリング部材が第２の湾曲したスプリング部材を入れ子にさせ
るために首部分が十分な回数折り畳まれた後には、前記締結帯状体は解除可能なように連
結的に相互かみ合い得る。
　この配置では、首部分は、この場合もやはり一対の対向する側部を有し得て、そしてそ
れゆえに第１および第２の締結帯状体の各々は首部分の対向する側部の別の１つと結び付
き得る。加えて、第１および第２の締結帯状体のうちの放出開口部から最も遠くに設置さ
れた１つは、好適には首部分が上方に折り畳まれた後、湾曲したコイルを固定するための
締結弁と結び付いている。
　本発明の他の利点および特徴は添付の図面を考慮し、以下の明細書から明らかになろう
。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】図１は、首部分に湾曲したスプリング部材を有する排出可能なオストミー袋の非
身体側を示す正面図である。
【図１Ａ】図１Ａは、非身体側上の第２のスプリング部材および放出開口部に隣接した非
身体側上の親指用切欠きを示す図１と同様の図である。
【図１Ｂ】図１Ｂは、非身体側上に第２のスプリング部材を有しないが放出開口部に隣接
した非身体側上の親指用切欠きを有する図１Ａと同様の図である。
【図２】図２は、首部分に湾曲したスプリング部材を有する排出可能なオストミー袋の身
体側を示す背面図である。
【図３】図３は、首部分を上方に折り畳む前の図１の排出可能なオストミー袋の非身体側
を示す透視図である。
【図４】図４は、図１の排出可能なオストミー袋の線４－４に沿った縦断面図である。
【図５】図５は、首部分を上方に折り畳みそして締結系をかみ合せた後の図１の排出可能
なオストミー袋の透視図である。
【図６】図６は、別の実施態様における首部分の同じ側部上の湾曲したスプリング部材を
示す透視図である。
【図７】図７は、首部分が上方へ１回折り畳まれた後の図６の別の実施態様の透視図であ
る。
【図８Ａ】図８Ａは、首部分が上方へ２回折り畳まれた後の図６の別の実施態様の透視図
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である。
【図８Ｂ】図８Ｂは、首部分が上方へ３回折り畳まれた後の図６の別の実施態様の透視図
である。
【図８Ｃ】図８Ｃは、首部分の他の側に折り畳まれ且つ閉鎖位置内に固定された弁を示す
図８Ｂと同様の透視図である。
【図９Ａ】図９Ａは、本発明による排出可能なオストミー袋のための湾曲したスプリング
部材の上平面図である。
【図９Ｂ】図９Ｂは、図９Ａに示される湾曲したスプリング部材の湾曲を示す正面図であ
る。
【図９Ｃ】図９Ｃは、図９Ａに示される複数の曲げ位置の各々における典型的な曲げを示
す線である。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　先ず、図１および図２を参照すると、本発明の排出可能なオストミー袋１０は、側壁間
に１つの室を規定するために端部１６に沿って結合しているが概して平行な側壁１２およ
び１４を有している。また、本発明の排出可能なオストミー袋１０は、一定期間の使用後
に前記室から内容物を排出するために下方に延びて放出開口部２０内で終了する首部分１
８を有する。前記排出可能なオストミー袋１０の放出開口部２０は、首部分１８を上方へ
折り畳み且つ上方へ折り畳まれた位置に固定することによって使用の間は閉鎖される。前
記首部分１８は、第１および第２の横方向に延びている湾曲したスプリング部材２２およ
び２４を有し、前記第１の湾曲したスプリング部材２２は前記第２の湾曲したスプリング
部材２４よりも放出開口部２０側近くに設置されている。図３に最もよく示されているよ
うに、前記第１および第２の湾曲したスプリング部材２２および２４は、滑らかに湾曲さ
れていて且つ首部分１８よりも外側であるように各々形成されている。
【００１３】
　滑らかに且つ首部分１８に比べて外側に湾曲しているスプリング部材２２および２４を
利用することによって、首部分１８が上方向に折り畳まれたとき、放出開口部２０側に近
い第１の湾曲したスプリング部材２２が第２の湾曲したスプリング部材２４を入れ子にす
るようにスプリング部材は互いに設置され得る。滑らかに且つ外側に湾曲した第１および
第２のスプリング部材２２および２４の入れ子関係が図５に示されている。図１－５に示
される排出可能なオストミー袋１０の実施態様において、第１の湾曲したスプリング部材
２２は、首部分１８が１回上方向に折り畳まれた後、第１の湾曲したスプリング部材２２
と第２の湾曲したスプリング部材２４とが湾曲した入れ子関係（図５を参照のこと）を達
成するように、第２の湾曲したスプリング部材２４に対して設置されている。
【００１４】
　図４を参照すると、第１の湾曲したスプリング部材２２は、好適には放出開口部２０に
又はその近くに設置されている。前記第１の湾曲したスプリング部材２２は第１および第
２の横方向に延びている端部２２ａおよび２２ｂ（さらに、図２を参照のこと）を有して
いて、そして図２および４に示されるように、前記第１の端部２２ａは通常、放出開口部
２０に又はその近くに設置されていて、一方、第２の端部２２ｂは通常、第１の端部２２
ａに平行である。前記第２の湾曲したスプリング部材２４は前記第１の湾曲したスプリン
グ部材２２の第２の端部２２ｂに縦方向に隣接して設置されている。
　このように、前記首部分１８は一対の対向する側部１８ａおよび１８ｂを有し且つ前記
第１および第２の湾曲したスプリング部材２２および２４は対向する側部のうちの異なる
片方と結び付いている。前記滑らかに且つ外側に湾曲した第１および第２の湾曲したスプ
リング部材２２および２４が図１－４に示すように設置されると、前記のように、首部分
１８の１回の上方向への折り畳みの後にスプリング部材は互いに入れ子し得る。
【００１５】
　また、図１、２、４および５を参照すると、排出可能なオストミー袋１０は、概して平
行な側壁１２および１４を含有する柔軟なシート材料と結び付いている第１および第２の
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締結帯状体２８および３０を含有する２点締結系２６を含んでいる。前記の図面に示され
るように、前記第１および第２の締結帯状体２８および３０は放出開口部２０から異なる
距離に設置されていて、それら締結帯状体は解除式連結的かみ合いに適した締結要素を有
している。第１および第２の締結帯状体２８および３０と結び付いている前記締結要素は
、首部分１８を上方向へ折り畳んだ後、滑らかに且つ外側に湾曲した第１および第２の湾
曲したスプリング部材２２および２４からなる湾曲したコイル３２（図５）を固定するた
めにかみ合わされ得る。
【００１６】
　前述のように、前記首部分１８は一対の対向する側部１８ａおよび１８ｂを有していて
、且つ前記第１および第２の締結帯状体２８および３０のそれぞれは対向する側部１８ａ
および１８ｂの各々の１つと結び付いている。図１を参照すると、第１および第２の締結
帯状体２８および３０のうちの前記放出開口部２０から最も遠くに設置された１つ、すな
わち前記側部１８ｂ上での締結帯状体３０は、湾曲したコイル３２を固定するために締結
弁（フラップ）３４と結び付いている。
【００１７】
　１つの実施態様において、前記第１および第２の締結帯状体２８および３０は、連結キ
ノコ要素の原理に基いて作用すると商品パンフレットに述べられているドイツ、ホルツゲ
ルリンゲンのＧ．Ｂｉｎｄｅｒ社によって商標ＤＵＯＴＥＣとして販売されるタイプのポ
リプロピレン材料を含有し得る。第１および第２の締結帯状体２８および３０のためにこ
の合成材料からなる帯状体を用いることによって、保持力に打ち勝つために十分な離脱力
がないときは、放出開口部２０は閉鎖位置に維持され得る（図５）。さらに、連結キノコ
要素は両方の帯状体が全く同じであり得るように設計され、そしてそれ故に、身体的に区
別できる男性／女性の構成要素を用いるか又は老廃物および匂いを吸収する強い傾向を有
し、そしてそれで清浄化が困難な織物材料を用いる必要がない。
【００１８】
　この材料にとっての特性の中で、しっかりと押さえられるとしっかりつなぐ能力、締結
帯状体が連動されると使用者に感触のよい指示を与える特徴的な締め付け作用、および繰
り返し再開および閉鎖される能力がある。また、この材料で形成された締結帯状体の開き
、そして閉じる作用は、非常に制限された音を出すに過ぎない。しかしながら、当然のこ
とながら、上記の特質および利点の少なくともいくつかを欠いた他の締結手段、例えばフ
ックおよびＶｅｌｃｒｏの商標名で販売されるループ締結具又は感圧接着剤コーティング
が用いられ得る。
【００１９】
　図４を参照すると、前記第１および第２の湾曲したスプリング部材２２および２４は縦
方向にオフセットされている、すなわち、前記第１の湾曲したスプリング部材２２は前記
第２の湾曲したスプリング部材２４よりも前記放出開口部２０寄りに設置されている。前
述のように、前記第１の湾曲したスプリング部材２２は放出開口部２０に又はその近くに
設置されていて、そして、示される実施態様では、前記湾曲したスプリング部材２２は放
出開口部２０に近く隣接して設置されている。図３を参照すると、前記第１および第２の
横方向に延びているスプリング部材２２および２４は、各々好適には滑らかに且つ首部分
１８に対して外側に湾曲していることが認められる。
【００２０】
　図１Ａを参照すると、前記首部分１８は、湾曲したスプリング部材２４と放出開口部２
０との間で、第１の湾曲したスプリング部材２２の反対の側部１８ｂ上に追加の湾曲した
スプリング部材２４ａが備わっている。また、親指のＶ字型切り抜き３８が側壁１２の薄
いオストミー膜内で、第１の湾曲したスプリング部材２２の反対側で、側部１８ｂ上の開
口部に形成されたことが分る。加えて、追加の湾曲したスプリング部材２４ａは、通常、
形状が切り抜き３８と一致している小さい親指のＶ字型切り抜き４０を有していて、且つ
両方の切り抜き３８および４０は通常、オストミー袋１０の縦方向の軸に沿って配置され
ている。
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【００２１】
　この配置では、使用者にとって、湾曲したスプリング部材２２、２４および２４ａのバ
イアス効果にもかかわらず側壁間で液体又は半固体の老廃物による結果として側壁が密着
する傾向を有する場合、放出開口部２０で側壁１２および１４を形成している薄いオスト
ミー膜の分離を促進するために、親指のＶ字型切り抜き３８の領域内で親指又は指を挿入
することが可能である。
【００２２】
　図１Ｂを参照すると、それは、首部分が湾曲したスプリング部材２４と放出開口部２０
との間に追加の湾曲したスプリング部材を備えていないことを除いて図１Ａに密接に対応
している。代わりに、この実施態様は、側壁１２を形成している薄いオストミー膜内に拡
大された親指のＶ字型切り抜き３８を有し、そしてその切り抜きは放出開口部２０の幅の
ほぼ３分の１にわたって延びている。この実施態様は、追加の湾曲したスプリング部材を
含有しないが、前記拡大された親指のＶ字型切り抜き３８が、放出開口部２０で薄いオス
トミー膜の分離を支援するためにもっと簡単に親指又は指を挿入するのを促進する。
【００２３】
　図６、７、８Ａおよび８Ｂを参照すると、排出可能なオストミー袋の別の実施態様に係
る首部分１８’が示されている。図１－５に示されているものとこの別の実施態様の排出
可能なオストミー袋１０との間の唯一の違いは首部分１８’にあり、それで袋全体は示さ
なかった。両方の実施態様において、それぞれの排出可能なオストミー袋は任意の従来の
オストミー袋の外形を取り得る。
【００２４】
　図６に示されるように、第１および第２の湾曲したスプリング部材２２’および２４’
は、第１の湾曲したスプリング部材２２’が第２の湾曲したスプリング部材２４’よりも
放出開口部２０’寄りに設置されるように縦方向にオフセットされている。第１の湾曲し
たスプリング部材２２’が好適には放出開口部２０’に極く近接して、好適には放出開口
部２０’に又は近くにあるために隣接するように設置されることが明らかになるであろう
。また、図６に示されるように、第１および第２の横方向に延びているスプリング部材２
２’および２４’は、それぞれ好適には滑らかに且つ首部分１８’に対して外側に湾曲し
ている。
【００２５】
　認められるように、前記首部分１８’は非身体側部１８ｂ’を含む一対の対向する側部
を有し、そして第１および第２の湾曲したスプリング部材２２’および２４’のそれぞれ
は一対の対向する側部の同じ１つ、すなわち、図６、７、８Ａおよび８Ｂにおける非身体
側部１８ｂ’と結び付いている。図１－５における第１および第２の湾曲したスプリング
部材２２および２４とは違って、前記第２の湾曲したスプリング部材２４’は、前記第１
の湾曲したスプリング部材２２’の第２の横方向に延びている端部２２ｂ’に縦方向に隣
接して位置付けられていない。長手方向に隣接した関係で配置されているよりはむしろ、
図６は、前記第２の湾曲したスプリング部材２４’が前記第１の湾曲したスプリング部材
２２’の第２の横方向に延びている端部２２ｂ’に対して縦方向に離隔して設置されてい
ることを示す。
【００２６】
　好適には、２組の第１および第２の湾曲したスプリング部材２２、２４および２２’、
２４’のそれぞれの横方向および縦方向の寸法は全て実質的に同じである。このことが、
それぞれの首部分１８、１８’が上方向に折り畳まれた後、湾曲したスプリング部材を合
同で入れ子関係に設置可能にすることを促進する。図１－５の実施態様の検討で本明細書
で前に述べたように、首部分１８が上方向に１回折り畳まれた後に、湾曲したスプリング
部材２２および２４は入れ子にする。
【００２７】
　図６、７、８Ａおよび８Ｂに示されている実施態様では、湾曲したスプリング部材２２
’、２４’は、好適にはそれらのそれぞれの縦方向の寸法とほぼ同じ距離で縦方向に間隔
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を空けている。この縦方向の間隔を空けることで、放出開口部２０’に隣接した第１の湾
曲したスプリング部材２２’は、首部分１８’が上方向に２回折り畳まれた後、放出開口
部２０’に隣接した第１の湾曲したスプリング部材２２’が第２の湾曲したスプリング部
材２４’を入れ子にする（図７および８Ａ参照）。
【００２８】
　図１－５における実施態様は首部分１８の１回の上方向への折り畳みの後の第１および
第２の湾曲したスプリング部材２２および２４の入れ子を示し、そして図６、７、８Ａお
よび８Ｂにおける実施態様は首部分１８’の２回の上方向への折り畳みの後の第１および
第２の湾曲したスプリング部材２２’および２４’の入れ子を示したが、これが変更され
得ることは認められることであろう。
【００２９】
　特に、第１および第２の横方向に延びている湾曲したスプリング部材２２および２４が
首部分１８の対向する側部１８ａおよび１８ｂ上にあると、湾曲したスプリング部材２２
および２４は奇数、すなわち１、３等の折り畳みの後の入れ子のために適切に設置され得
る。同様に、第１および第２の湾曲したスプリング部材２２’および２４’が首部分１８
’の同じ側部１８ａ’に縦方向に離隔してあると、湾曲したスプリング部材２２’および
２４’は偶数、すなわ２、４等の折り畳みの後の入れ子のために適切に設置され得る。
【００３０】
　また、図１－５の実施態様と同様に、図６、７、８Ａおよび８Ｂに示される排出可能な
オストミー袋の別の実施態様は、２点締結系２６’を含み得る（図８Ｂ参照）。前記２点
締結系２６’は、図６に示されるように位置付けられると、放出開口部２０’から異なる
距離で概して平行な側壁を含有する柔軟なシート材料と結びついた第１および第２の締結
帯状体２８’および３０’を含む。前記締結帯状体２８’および３０’は、首部分１８’
が湾曲したスプリング部材２２’および２４’に入れ子にさせるために上方向に２回そし
て漏れから守るために３回目が折り畳まれた後、第１および第２の湾曲したスプリング部
材２２’および２４’からなる湾曲したコイル３２’を固定するために解除式連結的かみ
あい用の締結要素を有している（図８Ａ－８Ｃ参照）。これに関連して、第１および第２
の締結帯状体２８’および３０’のそれぞれは、首部分１８’の一対の対向する側部の異
なる１つと結び付いていて、１つの締結帯状体３０’は好適には締結弁３４’と結び付い
ている。これに関連して、締結弁３４’は帯状体２２’および２４’の折り畳みと入れ子
を理解するために、図６、７、８Ａ－８Ｃでは縦方向の中心線に沿って切断された。
【００３１】
　図１－５の実施態様と同様に、湾曲したコイル３２’を固定するために締結弁３４’ 
と結び付いているのは、図６に示されるように放出開口部２０’から最も離れて設置され
ている締結帯状体３０’である。
　図９Ａ－９Ｃを参照すると、両方の実施態様のための第１および第２の横方向に延びて
いる湾曲したスプリング部材の詳細が理解され得る。前記湾曲したスプリング部材２２、
２２’および２４、２４’は、適したポリマー材料、例えばデュポンから購入できる登録
商標ＭＹＬＡＲの商標名のポリエステルを用いて熱成形、押出加工、又は金型成形によっ
て形成され得て、約０．２５ｍｍの厚さであり得る。横方向の寸法については、首部分の
全幅を実質的に覆うために選択されるべきである。
【００３２】
　前記湾曲したスプリング部材の縦方向の寸法は、首部分の幅と長さを含めて他の構成要
素の様々なパラメーターに依存して変化し得るが、典型的には横方向の寸法のほぼ４分の
１を構成するものである。
　図９Ａを参照すると、前記湾曲したスプリング部材２２、２２’および２４、２４’は
、好適には縦方向に延びている複数の屈曲３６を有している。前記複数の屈曲３６は、前
記湾曲したスプリング部材の横方向の寸法にわたって均一に間隔を空けられ得て、そして
それらは好適にはほぼ３．５ｍｍ離れて間隔を空けられ得る。加えて、前記複数の屈曲３
６のそれぞれは、望ましい湾曲を達成するためにほぼ１７６°の角度で形成され得る（図
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９Ｃ参照）。
【００３３】
　特に、前記湾曲したスプリング部材２２、２２’および２４、２４’のための望ましい
湾曲を得る１つの方法が図９Ｂに示されていて、湾曲は、図９Ｃに示されるようにほぼ１
７６°の複数の典型的な屈曲３６を提供することによって形成される。そのような複数の
屈曲３６を有する湾曲したスプリング部材を形成し、そしてそれらスプリング部材を縦方
向に間隔を空けた関係で首部分１８又は１８’に接着取付けすることによって、湾曲した
スプリング部材は放出開口部２０、２０’を開ける本来的能力を有することになる。２点
締結系からなる締結帯状体が解除されそして首部分１８、１８’が下方に折り畳まれると
、放出開口部２０、２０’は湾曲したスプリング部材２２、２２’および２４、２４’に
よって開口される。
【００３４】
　結果として、湾曲したスプリング部材は、通常、首部分の対向する側部の柔軟なシート
材料が互いに付着する傾向に打ち勝つことができる。このことが、排出可能なオストミー
袋の室から内容物を排出することおよび自然のヒンジ型の“コイン入れ”開口部を形成す
ることによって放出開口部の内側を直ちに清浄化するオストメートの能力を促進する。清
浄化した後、首部分は、真っ直ぐな部材あるいは直接的に対向するくぼんだ部材よりも安
全な系を提供するために湾曲したスプリング部材を収容するか又は入れ子にするために再
び折り畳まれ得る。
【００３５】
　湾曲したスプリング部材が対向して縦方向に埋め合わされたやり方（図１－５における
湾曲したスプリング部材２２および２４を参照のこと）又は湾曲したスプリング部材が“
同じ面”で縦方向に埋め合わされたやり方（図６、７、８Ａおよび８Ｂにおける湾曲した
スプリング部材２２’および２４’を参照のこと）のどちからであると、通常、放出開口
部近くの排出可能なオストミー袋の首部分に湾曲したスプリング部材を用いることによっ
て、排出可能なオストミー袋の使用の間でさえ、湾曲したスプリング部材はその湾曲した
状態に常に留まり得る。
【００３６】
　直接的に対向するくぼんだ部材とは異なり、湾曲したスプリング部材２２、２２’およ
び２４、２４’は、首部分が上方向に折り畳まれそして締結帯状体が連結してかみ合わさ
れた時でさえ、なお湾曲している。それゆえ、湾曲したスプリング部材２２、２２’およ
び２４、２４’が、シールを生じさせるために互いに強制され次いで扁平の閉じた“使用
”位置に保持され、一方で固定器具に逆らってスプリング部材が湾曲した状態に戻る試み
をするように作用する代わりに、湾曲したスプリング部材は閉じた“使用”位置で湾曲し
た入れ子関係にて配置されている。さらに、湾曲したスプリング部材２２、２２’および
２４、２４’の使用は、２点締結系からなる締結帯状体を汚れそうでない放出開口部から
遠くに動かすことをもたらす。
【００３７】
　本発明の追加的な利点は、構成要素をすぐに使用のための位置に置いた時の最後の折り
畳みで達成される双安定効果、および排出可能なオストミー袋が使用されるときの使用者
の脚に合わせた２点締結系によって固定された入れ子された湾曲したスプリング部材の湾
曲を含む。
　以上の記述で、本発明の詳細な説明がなされたが、当然のことながら本発明における詳
細は、添付の特許請求の範囲の範囲および精神を離れることなく当業者によって変更され
得る。
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